
1

越
後
姫

▼
春
爛
漫
。桜
は
終
わ
っ
た
が
、ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
過
ぎ
に
は
果
樹
の
桃
や
り
ん
ご
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る
。桃
・

り
ん
ご
は
菅
谷
、さ
く
ら
ん
ぼ
は
五
十
公
野
・

山
王
が
見
事
だ
▼
市
内
で
約
60
軒
を
数
え

る
イ
チ
ゴ
農
家
の「
越
後
姫
」も
盛
り
で
、
直

売
所
で
大
人
気
だ
。松
浦
・
小
友
の
ア
ド
バ

ン
フ
ァ
ー
ム
し
ば
た
で
は
6
月
初
旬
頃
ま

で
、
い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
る
▼
新
発
田
は

意
外
に
園
芸
・
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
し
か

も
そ
の
多
く
は
「
機
能
性
食
品
」
だ
。機
能
性

食
品
と
は
、抗
酸
化
値
が
高
く
、美
容
な
ど
の

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
、
発
が
ん
・
生
活

習
慣
病
予
防
な
ど
、
と
く
に
健
康
に
資
す
る

食
品
の
こ
と
▼
体
に
い
い
野
菜
の
代
表
と

し
て
、
ほ
う
れ
ん
草
が
思
い
浮
か
ぶ
。し
か

し
、
ほ
う
れ
ん
草
の
抗
酸
化
値
が
約
26
な
の

に
対
し
、「
越
後
姫
」は
約
33
と
高
く
、ビ
タ
ミ

ン
C
は
グ
ラ
ム
当
た
り
で
レ
モ
ン
の
3
倍

も
含
む
▼
連
休
後
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
と
ん

と
ん
市
場
に
並
ぶ「
新
保
の
た
け
の
こ
」の
抗

酸
化
値
は
約
47
と
ず
ば
抜
け
て
高
い
。体
に

よ
い
食
べ
物
と
し
て
中
国
で
珍
重
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
▼
真

野
原
外
の
星
野
さ
ん
が
作
る
ア
ス
パ
ラ
の

抗
酸
化
値
は
約
45
。美
味
し
い
農
産
物
は
栄

養
価
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た

の
は
、
新
潟
薬
科
大
学
名
誉
教
授
・
及
川
紀

久
雄
先
生
だ
が
、「
新
発
田
の
農
家
は
土
づ
く

り
が
上
手
だ
か
ら
、
健
康
で
美
味
し
い
野
菜

が
で
き
る
」
と
評
価
し
て
く
れ
た
▼
美
味
し

い
う
え
に
、
栄
養
的
に
も
す
ぐ
れ
た
新
発
田

産
の
果
樹
・
野
菜
を
楽
し
み
た
い
。

美味しい新発田産

23
年
度
24
年
度
と
積
極
予
算
を
組
ん
だ
こ
と
が
国

か
ら
評
価
さ
れ
て
新
発
田
市
は
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」（
約
5
億
円
）
を
他
自
治
体
よ
り
多

く
得
ら
れ
た
が
、
25
年
度
の
当
初
予
算
は
さ
ら
に

積
極
的
で
昨
年
度
比
の
約
6
%
増
。
市
長
は
人
口

減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
を
実
行
す
る

と
い
う
。
し
か
し
、
予
算
を
付
け
た
限
り
、
効
果

が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
今
年
度
の
注
目
の
事

業
を
精
査
す
る
。

　
平
　
平
成
1717
年
の
合
併
時

年
の
合
併
時
に
10
万
6
万
6
千
5
1
5
人

5
1
5
人

だ
っ
た
市
の
人
口
は

だ
っ
た
市
の
人
口
は
、
25
年
3
月
末

年
3
月
末
に
10
万
1
千

万
1
千

７
６
７
人
に
減
っ
た
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
市

７
６
７
人
に
減
っ
た
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
市

の
人
口

の
人
口
は
10
年
後
に
は
９
万
人
を
割
り

年
後
に
は
９
万
人
を
割
り
、
50
年
後
年
後

に
は
５
万
人
を
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か

に
は
５
万
人
を
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
65
歳
以
上
が
そ

歳
以
上
が
そ
の
45
%
（
現
在

%
（
現
在
約
26
%
）
を
占

%
）
を
占

め
る
。
人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る
か
。
大
き
く
見

め
る
。
人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る
か
。
大
き
く
見

れ
ば
経
済
が
縮
小
し
、
結
果
的
に
福
祉
・
社
会
保

れ
ば
経
済
が
縮
小
し
、
結
果
的
に
福
祉
・
社
会
保

障
は
行
き
詰
ま
る
。
地
域
で
見
れ
ば
学
校
が
な
く

障
は
行
き
詰
ま
る
。
地
域
で
見
れ
ば
学
校
が
な
く

な
り
、
医
者
は
い
な
く
な
り
、
商
店
も
な
く
な
り
、

な
り
、
医
者
は
い
な
く
な
り
、
商
店
も
な
く
な
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊
に
向
か
う
と
考
え
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊
に
向
か
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　
近
年
中
心
市
街
地
で
の
人
口
減
が
目
立
つ
。
こ

　
近
年
中
心
市
街
地
で
の
人
口
減
が
目
立
つ
。
こ

こ
20
年
間
で
例
え
ば
大
手
町
4
丁
目
で

年
間
で
例
え
ば
大
手
町
4
丁
目
で
は
48
・

5
%
減
、
大
栄
町
3
丁
目
で

5
%
減
、
大
栄
町
3
丁
目
で
は
43
・
1
%
減
な
ど

・
1
%
減
な
ど
、

25
町
丁
町
丁
で
20
%
以
上
の
減
少
だ

%
以
上
の
減
少
だ
。
23
年
度
、
こ
の

年
度
、
こ
の

地
域
に
市
外
か
ら
の
新
築
転
入
は
な
い
。
市
は
こ

地
域
に
市
外
か
ら
の
新
築
転
入
は
な
い
。
市
は
こ

の
現
象
に
危
機
感
を
持
ち
、
今
年
度
か
ら
「
新
発

の
現
象
に
危
機
感
を
持
ち
、
今
年
度
か
ら
「
新
発

田
市
定
住
化
促
進
事
業
」
と
し
て
、①
住
宅
取
得

田
市
定
住
化
促
進
事
業
」
と
し
て
、①
住
宅
取
得

補
助
金
と
②
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
祝
金
補
助
金
を

補
助
金
と
②
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
祝
金
補
助
金
を

導
入
す
る
。

導
入
す
る
。

　
市
街
地
に
定
住
者
を
呼
び
込
み
、
人
口
減
に
歯

　
市
街
地
に
定
住
者
を
呼
び
込
み
、
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う
と
い
う
「
住
宅
取
得
補
助
金
」

止
め
を
か
け
よ
う
と
い
う
「
住
宅
取
得
補
助
金
」

は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
区
域
お
よ
び
連

は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
区
域
お
よ
び
連

帯
地
域
で
こ

帯
地
域
で
こ
こ
20
年
で
20
%
以
上
人
口
が
減
っ
て

%
以
上
人
口
が
減
っ
て

い
る
地
域
に
、
住
宅
を
新
築
（
建
売
・
分
譲
共
同

い
る
地
域
に
、
住
宅
を
新
築
（
建
売
・
分
譲
共
同

住
宅
購
入
含
む
）
の
場
合
、１
０
０
万
円
を
補
助
、

住
宅
購
入
含
む
）
の
場
合
、１
０
０
万
円
を
補
助
、

そ
れ
が
子
育
て
世
帯
の
場
合

そ
れ
が
子
育
て
世
帯
の
場
合
は
40
万
円
加
算
、
地

万
円
加
算
、
地

元
業
者
が
元
請
と
な
る
場
合
は
さ
ら

元
業
者
が
元
請
と
な
る
場
合
は
さ
ら
に
10
万
円
加

万
円
加

算
、
最
大
支
援
額
は
１
５
０
万
円
と
な
る
。
中
古

算
、
最
大
支
援
額
は
１
５
０
万
円
と
な
る
。
中
古

購
入
（
中
古
分
譲
共
同
住
宅
購
入
含
む
）
の
場
合

購
入
（
中
古
分
譲
共
同
住
宅
購
入
含
む
）
の
場
合
、

50
万
円
を
補
助
、
そ
れ
が
子
育
て
世
帯
の
場
合

万
円
を
補
助
、
そ
れ
が
子
育
て
世
帯
の
場
合
は

40
万
円
加
算
、
最
大
支
援
額

万
円
加
算
、
最
大
支
援
額
は
90
万
円
と
な
る
。

万
円
と
な
る
。

た
だ
し
、
対
象
者
が
市
外
か
ら
の
転
入
者
（
U
・

た
だ
し
、
対
象
者
が
市
外
か
ら
の
転
入
者
（
U
・

I
・
J
タ
ー
ン
）
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
が
ミ
ソ
。

I
・
J
タ
ー
ン
）
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
が
ミ
ソ
。

「
燕
市
・
小
千
谷
市
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
新

「
燕
市
・
小
千
谷
市
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
新

発
田
は
転
入
者
限
定
と
し
て
い
ま
す
。
燕
は
最
高

発
田
は
転
入
者
限
定
と
し
て
い
ま
す
。
燕
は
最
高

１
０
０
万
円
、小
千
谷
は
最

１
０
０
万
円
、小
千
谷
は
最
高
80
万
円
で
す
か
ら
、

万
円
で
す
か
ら
、

額
は
ウ
チ
が
大
き
い
」（
市
建
築
課
・
諏
訪
龍
一

額
は
ウ
チ
が
大
き
い
」（
市
建
築
課
・
諏
訪
龍
一

課
長
）。

課
長
）。

　
予
算
は
３
千
万
円
だ
か
ら
、
仮
に
こ
の
施
策
を

　
予
算
は
３
千
万
円
だ
か
ら
、
仮
に
こ
の
施
策
を

５
年
間
続
け
、
満
額
の
応
募
が
あ
り
、
１
世
帯
３

５
年
間
続
け
、
満
額
の
応
募
が
あ
り
、
１
世
帯
３

人
家
族
だ
と
す
れ
ば
３
0
0
人
増
の
見
込
み
だ
。

人
家
族
だ
と
す
れ
ば
３
0
0
人
増
の
見
込
み
だ
。

　
燕
市
で
は
補
正
予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
燕
市
で
は
補
正
予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
相
応
の
効
果
は
実
証

か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
相
応
の
効
果
は
実
証

済
み
だ
。
た
だ
し
、
燕
市
は
金
属
加
工
の
町
、
市

済
み
だ
。
た
だ
し
、
燕
市
は
金
属
加
工
の
町
、
市

外
か
ら
の
工
場
通
勤
者
を
数
多
く
取
り
込
ん
だ
と

外
か
ら
の
工
場
通
勤
者
を
数
多
く
取
り
込
ん
だ
と

い
う
。
新
発
田
市
の
場
合
、
働
き
口
は
そ
れ
ほ
ど

い
う
。
新
発
田
市
の
場
合
、
働
き
口
は
そ
れ
ほ
ど

　
藤
塚
浜
海
岸
に
は
「
防
砂
林
」
が
あ
り
、飛
砂
・

　
藤
塚
浜
海
岸
に
は
「
防
砂
林
」
が
あ
り
、飛
砂
・

風
雪
・
塩
害
・
海
岸
浸
食
を
防
い
で
い
る
。
い
わ

風
雪
・
塩
害
・
海
岸
浸
食
を
防
い
で
い
る
。
い
わ

ゆ
る
白
砂
青
松
の
風
景
で
あ
り
、
松
で
な
い
と
海

ゆ
る
白
砂
青
松
の
風
景
で
あ
り
、
松
で
な
い
と
海

岸
部
の
厳
し
い
環
境
に
耐
え
ら
れ
な
い
。し
か
し
、

岸
部
の
厳
し
い
環
境
に
耐
え
ら
れ
な
い
。し
か
し
、

こ
こ
数
年
は
松
く
い
虫
被
害
が
ひ
ど
く
、
赤
茶
け

こ
こ
数
年
は
松
く
い
虫
被
害
が
ひ
ど
く
、
赤
茶
け

た
松
が
目
立
つ
。

た
松
が
目
立
つ
。

　
環
境
保
全
の
意
味
も
あ
る
が
、
松
林
が
な
け
れ

　
環
境
保
全
の
意
味
も
あ
る
が
、
松
林
が
な
け
れ

ば
国
道
１
１
３
号
か
ら
内
側
の
田
畑
は
飛
砂
・
塩

ば
国
道
１
１
３
号
か
ら
内
側
の
田
畑
は
飛
砂
・
塩

害
・
強
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
る
。
紫
雲

害
・
強
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
る
。
紫
雲

寺
の
さ
つ
ま
い
も
は
砂
に
埋
ま
り
、
特
産
の
柔
肌

寺
の
さ
つ
ま
い
も
は
砂
に
埋
ま
り
、
特
産
の
柔
肌

ね
ぎ
は
折
れ
て
出
荷
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
砂

ね
ぎ
は
折
れ
て
出
荷
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
砂

は
住
宅
に
も
入
り
込
み
暮
ら
し
を
脅
か
す
。

は
住
宅
に
も
入
り
込
み
暮
ら
し
を
脅
か
す
。

　
平
　
平
成
20
年
に
防
除
薬
の
空
中
散
布
を
中
止
し
た

年
に
防
除
薬
の
空
中
散
布
を
中
止
し
た

こ
と
こ
と
や
23
年
24
年
の
猛
暑
の
た
め
、
例
年
2
千
本

年
の
猛
暑
の
た
め
、
例
年
2
千
本

程
度
だ
っ
た
被
害

程
度
だ
っ
た
被
害
は
24
年
度
秋
調
査
で
1
万
5
千

年
度
秋
調
査
で
1
万
5
千

本
に
拡
大
、
地
元
紫
雲
寺
地
区
自
治
会
連
合
会
の

本
に
拡
大
、
地
元
紫
雲
寺
地
区
自
治
会
連
合
会
の

依
頼
も
あ
り
、
松
く
い
虫
徹
底
防
除
の
た
め
、
市

依
頼
も
あ
り
、
松
く
い
虫
徹
底
防
除
の
た
め
、
市

で
は
昨
年
の
倍
以
上
、
約
2
億
8
千
万
円
の
予
算

で
は
昨
年
の
倍
以
上
、
約
2
億
8
千
万
円
の
予
算

経
済
効
果
を
上
げ
る
べ
く

人
口
増
に
向
け
積
極
予
算

何
も
し
な
け
れ
ば
50
年
後
の
新
発
田
は

人
口
が
半
減
し
、
５
万
人
都
市
に
転
落

松
く
い
虫
と
の
戦
い
に
勝
つ
た
め

予
算
を
倍
増
し
、
徹
底
防
除
へ

を
つ
け
た
。
昨
年
と
の
違
い
は
、
国
道
１
１
３
号

を
つ
け
た
。
昨
年
と
の
違
い
は
、
国
道
１
１
３
号

か
ら
西
武
農
道
側
に
も
薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
防

か
ら
西
武
農
道
側
に
も
薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
防

除
を
実
施
す
る
こ
と
。
薬
剤
の
散
布
に
あ
た
っ
て

除
を
実
施
す
る
こ
と
。
薬
剤
の
散
布
に
あ
た
っ
て

は
、
農
作
物
や
住
宅
に
飛
散
し
な
い
よ
う
緩
衝
地

は
、
農
作
物
や
住
宅
に
飛
散
し
な
い
よ
う
緩
衝
地

帯
を
広
め
に
設
け
、
農
家
や
自
治
会
立
会
い
の
う

帯
を
広
め
に
設
け
、
農
家
や
自
治
会
立
会
い
の
う

え
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
う
。
な
お
、真
木
山
・

え
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
う
。
な
お
、真
木
山
・

五
十
公
野
山
も
対
象
地
域
で
あ
る
。

五
十
公
野
山
も
対
象
地
域
で
あ
る
。

　
ま
た
、
根
絶
や
し
に
し
な
い
と
効
果
は
上
が
ら

　
ま
た
、
根
絶
や
し
に
し
な
い
と
効
果
は
上
が
ら

な
い
た
め
、
３
千
本
以
上
の
被
害
が
あ
る
と
い
う

な
い
た
め
、
３
千
本
以
上
の
被
害
が
あ
る
と
い
う

市
内
ゴ
ル
フ
場
に
は
松
く
い
虫
防
除
費
用
の
１
／

市
内
ゴ
ル
フ
場
に
は
松
く
い
虫
防
除
費
用
の
１
／

2
（
上
限
３
０
０
万
円
）
を
補
助
す
る
。
同
様
に

2
（
上
限
３
０
０
万
円
）
を
補
助
す
る
。
同
様
に

民
家
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
被
害
木
の
伐
倒
も
市
が

民
家
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
被
害
木
の
伐
倒
も
市
が

行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
は
被
害
木
調
査
が
必

行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
は
被
害
木
調
査
が
必

要
だ
が
、
行
政
だ
け
で
全
域
の
調
査
を
行
う
こ
と

要
だ
が
、
行
政
だ
け
で
全
域
の
調
査
を
行
う
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
自
宅
の
庭
木
な
ど
が
松
く
い

は
不
可
能
な
の
で
、
自
宅
の
庭
木
な
ど
が
松
く
い

虫
被
害
に
あ
っ
て
い
た
ら
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
の

虫
被
害
に
あ
っ
て
い
た
ら
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
。
連
絡
先
は
市
農
林
整
備
課（
℡
０
２
５
４
・

こ
と
。
連
絡
先
は
市
農
林
整
備
課（
℡
０
２
５
４
・

３
３
・
３
１
１
８
）
ま
で
。

３
３
・
３
１
１
８
）
ま
で
。

多
く
な
い
の
で
、
新
発
田
の
持
つ
総
合
的
な
魅
力

多
く
な
い
の
で
、
新
発
田
の
持
つ
総
合
的
な
魅
力

を
市
外
居
住
者
に
ど
う
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

を
市
外
居
住
者
に
ど
う
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

か
が
課
題
だ
。
例
え
ば
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

か
が
課
題
だ
。
例
え
ば
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
や
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
な
ど
の
子
育

無
料
や
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
な
ど
の
子
育

て
支
援
策
は
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含

て
支
援
策
は
魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含

め
て
P
R
す
べ
き
だ
。
本
事
業
の
子
育
て
世
代
に

め
て
P
R
す
べ
き
だ
。
本
事
業
の
子
育
て
世
代
に

対
す
対
す
る
40
万
円
加
算
も
新
発
田
が
子
育
て
支
援
に

万
円
加
算
も
新
発
田
が
子
育
て
支
援
に

熱
心
な
ま
ち
と
し
て
、
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

熱
心
な
ま
ち
と
し
て
、
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長
期
的
に
は
産
業
振
興

ト
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長
期
的
に
は
産
業
振
興

に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
な

に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
な

ど
が
最
も
重
要
な
課
題
だ
。

ど
が
最
も
重
要
な
課
題
だ
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
祝
金
補
助
金
は
、
市
内
の

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
祝
金
補
助
金
は
、
市
内
の

空
き
家
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、
市
外

か
ら
の
転
入
者
が
そ
れ
を
購
入
し
た
場

10
万

円
、
市
内
在
住
者
が
購
入
し
た
場
合
5
万
円
、
空

円
、
市
内
在
住
者
が
購
入
し
た
場
合
5
万
円
、
空

き
家
を
売
却
し
た
人
も
5
万
円
の
祝
金
が
も
ら
え

き
家
を
売
却
し
た
人
も
5
万
円
の
祝
金
が
も
ら
え

る
と
い
う
も
の
。
県
内
5
市
で
も
「
空
き
家
バ
ン

る
と
い
う
も
の
。
県
内
5
市
で
も
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
称
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
が
、
祝

ク
」
と
称
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
が
、
祝

金
が
出
る
の
は
新
発
田
市
だ
け
で
あ
る
。

金
が
出
る
の
は
新
発
田
市
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
6

　
こ
の
事
業
は
6
月
10
日
（
月
）
か
ら
、
市
建
築

日
（
月
）
か
ら
、
市
建
築

課
（
℡
０
２
５
４
・
２
６
・
３
５
５
７
）
で
受
け

課
（
℡
０
２
５
４
・
２
６
・
３
５
５
７
）
で
受
け

付
け
る
。

付
け
る
。

市
外
か
ら
の
住
宅
取
得
転
入
者
に

最
高
１
５
０
万
円
の
補
助

成
否
は
市
外
へ
の
告
知
に
か
か
っ
て
い
る
。

新
発
田
の
魅
力
と
一
緒
に
宣
伝
す
べ
き

新築住宅
（建売住宅購入）
（新築分譲共同住宅購入）

中古住宅購入
（中古分譲共同住宅購入）

子育て世帯加算

地元業者元請加算

最大支援額

購入費補助

子育て世帯加算

最大支援額

新築費及び
　　購入費補助 100万

40万

10万

150万

50万

40万

90万

空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、

入
者
が
そ
れ
を
購
入
し
た
場

中古住宅購入
（中古分譲共同住宅購入）

地元業者

最大支援

購入費補

子育て世

住宅取得
補助金
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新
潟
市
・
ほ
ん
ぽ
ー
と（
新
潟
市
中
央
図
書
館
）

広
い
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
等
、

利
便
性
向
上
で
来
館
増

成功先進地
視察事例⑤
市街地に賑わいを

　
平
　
平
成
19
年
10
月
に
「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」（
新
潟
市

月
に
「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」（
新
潟
市

中
央
図
書
館
）
が
で
き
る
ま
で
、
中
央
図
書
館
の

中
央
図
書
館
）
が
で
き
る
ま
で
、
中
央
図
書
館
の

機
能
は
沼
垂
図
書
館
が
担
っ
て
き
た
。「
ほ
ん
ぽ
ー

機
能
は
沼
垂
図
書
館
が
担
っ
て
き
た
。「
ほ
ん
ぽ
ー

と
」
は
床
面
積

と
」
は
床
面
積
で
10
倍
、
開
架
書
棚
冊
数
は
4
倍

倍
、
開
架
書
棚
冊
数
は
4
倍

に
な
っ
た
。
そ
し
て
貸
出
冊
数
・
入
館
者
数
は
以

に
な
っ
た
。
そ
し
て
貸
出
冊
数
・
入
館
者
数
は
以

前
の
4
倍
を
優
に
上
回
っ
て
い
る
。

前
の
4
倍
を
優
に
上
回
っ
て
い
る
。

 

「
総
入
館
者
数
は
年
間
で

「
総
入
館
者
数
は
年
間
で
約
70
万
人
、
凸
凹
あ
り

万
人
、
凸
凹
あ
り

ま
す
が
、
土
日
祝
日
は
多
い
と
き
で
３
０
０
０
人

ま
す
が
、
土
日
祝
日
は
多
い
と
き
で
３
０
０
０
人

ほ
ど
、
平
日
は
２
０
０
０
人
ほ
ど
、
平
均
で
２
２

ほ
ど
、
平
日
は
２
０
０
０
人
ほ
ど
、
平
均
で
２
２

５
０
人
。
土
日
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
若

５
０
人
。
土
日
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
若

い
ご
夫
婦
が
目
立
ち
ま
す
。
あ
と
、
ス
キ
ル
を
身

い
ご
夫
婦
が
目
立
ち
ま
す
。
あ
と
、
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
よ
う
と
か
調
べ
も
の
と
か
、
勤
め
人
の
方

に
付
け
よ
う
と
か
調
べ
も
の
と
か
、
勤
め
人
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
平
日
と
祝
日
で
は
図
書

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
平
日
と
祝
日
で
は
図
書

館
の
風
景
が
違
い
ま
す
。
土
日
祝
日
の
ご
利
用
は

館
の
風
景
が
違
い
ま
す
。
土
日
祝
日
の
ご
利
用
は

確
実
に
増
え
て
い
ま
ね
」
と
、
と
く
に
子
ど
も
連

確
実
に
増
え
て
い
ま
ね
」
と
、
と
く
に
子
ど
も
連

れ
な
ど
が
増
え
た
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
サ
ー

れ
な
ど
が
増
え
た
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
サ
ー

ビ
ス
課
の
山
下
洋
子
課
長
。
取
材
し
た
の
は
平
日

ビ
ス
課
の
山
下
洋
子
課
長
。
取
材
し
た
の
は
平
日

で
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
室
は
学
生
た
ち
が
目

で
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
室
は
学
生
た
ち
が
目

立
っ
た
。

立
っ
た
。

 

「
学
生
の
利
用
が
一
番
多
い
の
は
夏
休
み
で
す
。

「
学
生
の
利
用
が
一
番
多
い
の
は
夏
休
み
で
す
。

空
調
が
効
い
て
い
て
涼
し
い
で
す
し
、
静
か
で
す

空
調
が
効
い
て
い
て
涼
し
い
で
す
し
、
静
か
で
す

か
ら
。
中
高
校
生
の
試
験
期
間
中
は
全
座
席
７
３

か
ら
。
中
高
校
生
の
試
験
期
間
中
は
全
座
席
７
３

０
席
が
埋
ま
り
ま
す
。
公
共
図
書
館
で
は
、
座
席

０
席
が
埋
ま
り
ま
す
。
公
共
図
書
館
で
は
、
座
席

は
図
書
館
資
料
利
用
者
の
た
め
と
し
て
、
自
習
目

は
図
書
館
資
料
利
用
者
の
た
め
と
し
て
、
自
習
目

的
の
学
生
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

的
の
学
生
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
新
潟
市
で
は
以
前
か
ら
勉
強
目
的
の
学
生
も

が
、
新
潟
市
で
は
以
前
か
ら
勉
強
目
的
の
学
生
も

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
排
除
し
て
い
ま
せ

大
事
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
排
除
し
て
い
ま
せ

ん
。『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
も
同
じ
で
す
。
２
階
に
は

ん
。『
ほ
ん
ぽ
ー
と
』
も
同
じ
で
す
。
２
階
に
は

学
習
室
（
３
室
１
８
７
席
）
が
あ
り
ま
す
」（
同
）。

学
習
室
（
３
室
１
８
７
席
）
が
あ
り
ま
す
」（
同
）。

学
習
室
の
一
番
手
前
の
部
屋
は
小
声
で
の
会
話
は

学
習
室
の
一
番
手
前
の
部
屋
は
小
声
で
の
会
話
は

許
容
、真
ん
中
の
部
屋
は
パ
ソ
コ
ン
使
用
可
だ
が
、

許
容
、真
ん
中
の
部
屋
は
パ
ソ
コ
ン
使
用
可
だ
が
、

一
番
奥
は
使
え
な
く
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
音
で
あ

一
番
奥
は
使
え
な
く
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
音
で
あ

る
。
た
だ
し
、
3
室
と
も
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
で

る
。
た
だ
し
、
3
室
と
も
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
で

分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
明
る
い
う
え
、
遮
蔽
さ

分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
明
る
い
う
え
、
遮
蔽
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
他
に
5
室
、
個

れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
他
に
5
室
、
個

室
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。

室
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。

　
開
架
書
棚
は
図
書
館
中
央
部
分
に
集
め
、
周
辺

　
開
架
書
棚
は
図
書
館
中
央
部
分
に
集
め
、
周
辺

の
庭
に
面
し
た
部
分
は
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

の
庭
に
面
し
た
部
分
は
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
し
て
い
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
外
光
が

用
し
て
い
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
外
光
が

差
し
込
ん
で
非
常
に
明
る
い
の
だ
が
、
長
い
庇
が

差
し
込
ん
で
非
常
に
明
る
い
の
だ
が
、
長
い
庇
が

付
い
て
い
る
た
め
直
射
日
光
は
差
し
込
ま
な
い
。

付
い
て
い
る
た
め
直
射
日
光
は
差
し
込
ま
な
い
。

こ
の
設
計
思
想
は
、
塩
尻
市
え
ん
ぱ
ー
く
や
八
戸

こ
の
設
計
思
想
は
、
塩
尻
市
え
ん
ぱ
ー
く
や
八
戸

市
は
っ
ち
、
仙
台
市
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
さ
ら
に

市
は
っ
ち
、
仙
台
市
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
さ
ら
に

金
沢
21
世
紀
美
術
館
な
ど
の
人
気
公
共
施
設
と
共

世
紀
美
術
館
な
ど
の
人
気
公
共
施
設
と
共

通
し
て
い
る
。
明
る
く
、
居
心
地
が
い
い
こ
と
、

通
し
て
い
る
。
明
る
く
、
居
心
地
が
い
い
こ
と
、

隣
の
人
を
気
に
し
な
く
て
い
い
広
さ
が
確
保
さ
れ

隣
の
人
を
気
に
し
な
く
て
い
い
広
さ
が
確
保
さ
れ

て
い
る
の
が
人
気
の
理
由
だ
。

て
い
る
の
が
人
気
の
理
由
だ
。

　
ま
た
、
椅
子

　
ま
た
、
椅
子
は
10
種
類
以
上
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ

種
類
以
上
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ

り
、自
分
の
好
き
な
も
の（
場
所
）を
選
べ
る
う
え
、

り
、自
分
の
好
き
な
も
の（
場
所
）を
選
べ
る
う
え
、

す
わ
り
心
地
も
良
い
。
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
化

す
わ
り
心
地
も
良
い
。
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
に
変
化

を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
は
八
戸
市
は
っ
ち
と
同

を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
は
八
戸
市
は
っ
ち
と
同

様
で
あ
り
、
結
果
居
心
地
の
良
さ
を
実
現
し
た
。

様
で
あ
り
、
結
果
居
心
地
の
良
さ
を
実
現
し
た
。

　
外
見
は
3
階
建
て
約
1
万
㎡
と
か
な
り
大
き
な

　
外
見
は
3
階
建
て
約
1
万
㎡
と
か
な
り
大
き
な

施
設
だ
が
、
1
・
2
・
3
階
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に

施
設
だ
が
、
1
・
2
・
3
階
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に

な
っ
て
る
の
で
、
大
き
く
は
見
え
ず
、
威
圧
感
は

な
っ
て
る
の
で
、
大
き
く
は
見
え
ず
、
威
圧
感
は

な
い
。
外
壁
の
色
も
周
辺
住
宅
等
の
色
彩
に
合
わ

な
い
。
外
壁
の
色
も
周
辺
住
宅
等
の
色
彩
に
合
わ

せ
た
た
め
、
落
ち
着
い
た
景
観
に
な
っ
て
い
る
。

せ
た
た
め
、
落
ち
着
い
た
景
観
に
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
こ
の
辺
り
に
古
信
濃
川
が
流
れ
て
い
て
、

か
つ
て
こ
の
辺
り
に
古
信
濃
川
が
流
れ
て
い
て
、

そ
の
地
域
の
記
憶
を
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
そ
う
と
い

そ
の
地
域
の
記
憶
を
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
そ
う
と
い

う
こ
と
で
、
屋
根
は
水
滴
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
形
で

う
こ
と
で
、
屋
根
は
水
滴
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
形
で

豆
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ビ
ー
ン
ズ
」
と
呼
び
、

豆
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ビ
ー
ン
ズ
」
と
呼
び
、

テ
ー
ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は

テ
ー
ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は

生
か
さ
れ
て
い
る
。「
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
」
の

生
か
さ
れ
て
い
る
。「
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
」
の

奥
に
は
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
あ
り
、
そ

奥
に
は
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
あ
り
、
そ

れ
も
豆
の
形
を
し
て
い
る
の
で
「
ビ
ー
ン
ズ
ル
ー

れ
も
豆
の
形
を
し
て
い
る
の
で
「
ビ
ー
ン
ズ
ル
ー

ム
」と
い
う
。ま
た
、庭
の
植
樹
が
美
し
い
の
だ
が
、

ム
」と
い
う
。ま
た
、庭
の
植
樹
が
美
し
い
の
だ
が
、

も
と
も
と
長
嶺
小
学
校
の
跡
地
だ
っ
た
こ
と
か

も
と
も
と
長
嶺
小
学
校
の
跡
地
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
既
存
樹
木
を
残
す
こ
と
で
、
町
の
ど
真

ら
、
そ
の
既
存
樹
木
を
残
す
こ
と
で
、
町
の
ど
真

ん
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
森
の
中
に
い
る
よ

ん
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
森
の
中
に
い
る
よ

う
な
静
寂
感
を
実
現
し
た
。
い
わ
ば
街
の
中
の
森

う
な
静
寂
感
を
実
現
し
た
。
い
わ
ば
街
の
中
の
森

で
あ
る
。

で
あ
る
。

　
入
口
か
ら
建
物
内
部
中
央
に
は
「
ス
パ
イ
ン
（
背

入
口
か
ら
建
物
内
部
中
央
に
は
「
ス
パ
イ
ン
（
背

骨
）」
と
呼
ば
れ
る
広
い
通
路
が
あ
り
、
開
放
感
を

骨
）」
と
呼
ば
れ
る
広
い
通
路
が
あ
り
、
開
放
感
を

演
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
開
架
書
棚
部
分
の
ほ
ぼ

演
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
開
架
書
棚
部
分
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
位
置
か
ら
「
ス
パ
イ
ン
」
が
見
え
る
こ

す
べ
て
の
位
置
か
ら
「
ス
パ
イ
ン
」
が
見
え
る
こ

と
か
ら
館
内
で
迷
う
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
間
接

と
か
ら
館
内
で
迷
う
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
間
接

照
明
の
多
用
や
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と

照
明
の
多
用
や
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と

し
た
内
装
は
や
わ
ら
か
く
落
ち
着
い
た
空
間
を
演

し
た
内
装
は
や
わ
ら
か
く
落
ち
着
い
た
空
間
を
演

出
し
て
い
て
、
圧
迫
感
が
な
く
、
居
心
地
が
い
い
。

出
し
て
い
て
、
圧
迫
感
が
な
く
、
居
心
地
が
い
い
。

 

「
高
齢
だ
と
膝
を
曲
げ
る
の
が
大
変
な
の
で
、
あ

「
高
齢
だ
と
膝
を
曲
げ
る
の
が
大
変
な
の
で
、
あ

ま
り
低
い
と
こ
ろ
に
は
本
を
置
か
な
い
と
い
う
こ

ま
り
低
い
と
こ
ろ
に
は
本
を
置
か
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
書
架
が
床
か
ら

と
で
、
書
架
が
床
か
ら
約
15
㎝
立
ち
上
が
っ
て
い

㎝
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
使
い
勝
手
の

ま
す
」
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
使
い
勝
手
の

良
さ
は
、
書
架
の
配
置
や
機
能
別
の
各
ス
ペ
ー
ス

良
さ
は
、
書
架
の
配
置
や
機
能
別
の
各
ス
ペ
ー
ス

の
配
置
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
な
ど
、
多
岐
に

の
配
置
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
結
果
だ
と

わ
た
っ
て
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
結
果
だ
と

い
う
。

い
う
。

窓
際
の
机
や
広
い
学
習
室
、個
人
学
習
室
…
。

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む

既
存
樹
木
を
生
か
し
た
庭
、屋
上
緑
化
な
ど
で

街
の
中
に「
森
の
静
寂
」が
出
現
し
た

　

新
発
田
駅
前
の
遊
休
地
活
用
案
と
し
て
、
市
長

の
準
公
約
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
、
新
発
田
の
入
口
と
し
て
の
情
報
発
信
機
能
な

ど
を
併
せ
持
っ
た「
駅
前
複
合
施
設
」建
設
構
想（
行

政
報
告
に
よ
れ
ば
図
書
館
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
・

観
光
案
内
所
・
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
検
討
）

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。民
有
地
を
含
む
こ
と
や
資

金
と
し
て
合
併
特
例
債
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
活
用
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
時
間
と
の

勝
負
と
な
り
、構
想
実
現
の
道
の
り
は
険
し
い
。

　

も
し
こ
の
構
想
が
実
現
し
た
場
合
は
「
市
街
地

活
性
化
」「
市
民
交
流
促
進
」「
賑
わ
い
創
出
」を
付
加

価
値
と
し
て
建
設
地
が
決
め
ら
れ
た
市
役
所
新
庁

舎
の
広
場
や
議
会
閉
会
時
の
議
場
な
ど
、
市
民
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
一
体
的
な
ソ
フ
ト
面
の
整
備
・
運

用
を
し
な
け
れ
ば
効
果
的
で
は
な
く
な
り
、
建
設

の
目
的
達
成
は
お
ぼ
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
紙
で
は
数
回
に
わ
た
っ
て
複
合
施
設
で
の

「
賑
わ
い
創
出
」
の
成
功
事
例
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。八
戸
市
は
っ
ち（
観
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
+
市
民

交
流
施
設
）、紫
波
町
オ
ガ
ー
ル（
図
書
館
+
市
民
交

流
施
設
+
子
育
て
支
援
）、塩
尻
市
え
ん
ぱ
ー
く（
図

書
館
+
市
民
交
流
施
設
+
子
育
て
支
援
）、
仙
台
市

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク（
図
書
館
+
市
民
交
流
施
設
）、富

山
市
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
（
イ
ベ
ン
ト
連
続
開
催
+

市
民
交
流
施
設
）な
ど
で
あ
る
。そ
の
中
で
、中
核
施

設
と
し
て
強
力
な
集
客
力
を
誇
っ
て
い
た
の
が
、

本
を
貸
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
課
題
解
決
型
」

の
図
書
館
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

　

顧
み
て
、新
発
田
市
立
図
書
館
は
老
朽
化
し
、使

い
勝
手
は
よ
く
な
い
。蔵
書
数
や
歴
史
資
料
の
充

実
ぶ
り
に
比
べ
、
整
理
研
究
も
進
ん
で
い
な
い
。あ

ま
り
に
狭
く
、
専
門
の
人
員
も
充
分
に
配
置
さ
れ

て
い
な
い
。そ
こ
で
、
新
発
田
市
の
図
書
館
の
在
り

方
を
考
え
る
う
え
で
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
て
い
る
お
隣
の
新
潟
市
の
中
央
図
書
館

「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」を
取
材（
数
字
は
24
年
度
の
も
の
）

し
た
。読
者
の
皆
さ
ん
に
10
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
図
書
館
の
在
り
方
や「
賑
わ
い
創
出
」の
た
め
の

仕
掛
け
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

閲覧スペースは窓際に配置されていて、明るい閲覧スペースは窓際に配置されていて、明るい閲覧スペースは窓際に配置されていて、明るい



テ
ツ
　
ト
モ

and

林
家
木
久
扇

笑点でお馴染みの「木久扇師匠」の爆笑落語と「テツandトモ」のお笑いをお楽しみ下さい。

6月16日  　14:00～15:30（開場 13:30）日
新発田市民文化会館大ホール
チケット発売／喫茶・紫音、下越音楽鑑賞協会、市観光案内所、地域交流センターきやり館、まちの駅、
                     わたじん楽器新発田店、ヤマハ新発田センター、市内各地区公民館

問合わせ／新発田市民文化会館　℡.0254-26-1576

○全席指定 2,000円（当日同額）

の「木久扇師匠」の爆笑落語

anda

好評発売中好評発売中好評発売中

ワ
ク
ワ
ク

酒
蔵
で

ワ
ク
ワ
ク

し
ち
ゃ
お
っ
！

新
発
田
駅諏訪

神社

★

新発田駅前

西
口

利き酒体験
＆

酒蔵見学

にいがた出会いサポート／イベントアドバイザー サポーターズイベント

ワワワワし＆

にいがた出会いサポート／イベントアドバイザー サポーターズイベント

酒蔵見学や利き酒体験で、楽しく出会いのきっかけを。

対象年齢、定員数、参加費、当日スケジュールに関しては対象年齢、定員数、参加費、当日スケジュールに関しては
変更の可能性がございます。予めご了承下さい。変更の可能性がございます。予めご了承下さい。

FAX X 025-281-6611025-281-6611
http://www.twoailinks.com/http://www.twoailinks.com/

電話受付は9:00～18:0電話受付は9:00～18:00、
土日も受け付けています！土日も受け付けています！
電話受付は9:00～18:00、
土日も受け付けています！

5月122013年
日
曜
日

【お問合せ】（株）トアイリンクス

☎025-290-7606☎025-290-7606

新発田

市島酒造
in

酒どころで有名な新潟。でも、酒蔵見学をした事の
ない方も多いのでは？城下町新発田の酒蔵で

素敵な出会いを探してみませんか。

対象／28～42歳までの独身男女（予定）※応募多数時参加抽選制
申込み条件／独身男女（お一人でのご参加も、ご友人同士でのご参加も歓迎致します）
定員／男女とも 最大各１6名ずつ（全体で最大32名）
参加費／男女ともに  お１人様 4,000円
申込期間／2013年5月1日（水）18：00まで

日 

時

場 

所
市島酒造株式会社　御茶処いちしま
〒957-0055 新潟県新発田市諏訪町3-1-17

【注意事項】【注意事項】対象年齢、定員数、参加費、当日スケジュールに関しては
変更の可能性がございます。予めご了承下さい。

【注意事項】
【　　　　【　　　　　】FAX 025-281-6611

http://www.twoailinks.com/
☎025-290-7606【　　　　　】

※

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
提
供
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
提
供
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
に
な
り
ご
来
場
下
さ
い
ま
す
よ
う

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
に
な
り
ご
来
場
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
提
供
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
に
な
り
ご
来
場
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

男 性

16
女 性

16対

JR新発田駅から
徒歩4分

3

　
も
と
も
と
新
潟
市
で
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
図

　
も
と
も
と
新
潟
市
で
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
図

書
館
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
の

書
館
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
の

中
で
沼
垂
図
書
館
が
中
枢
的
な
機
能
を
果
た
し
て

中
で
沼
垂
図
書
館
が
中
枢
的
な
機
能
を
果
た
し
て

い
た
が
、
蔵
書
数
や
施
設
面
で
十
分
で
は
な
く
、

い
た
が
、
蔵
書
数
や
施
設
面
で
十
分
で
は
な
く
、

本
格
的
な
中
央
図
書
館
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き

本
格
的
な
中
央
図
書
館
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
平
成
3
年
に
『
建
設
推
進
懇
談
会
』
が
で
き

た
。
平
成
3
年
に
『
建
設
推
進
懇
談
会
』
が
で
き

た
も
の
の
、
場
所
や
面
積
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て

た
も
の
の
、
場
所
や
面
積
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て

建
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
格
的
に
は
平

建
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
本
格
的
に
は
平
成
13

年
に
『
建
設
計
画
懇
談
会
』
を
立
ち
上
げ
、
世
論

年
に
『
建
設
計
画
懇
談
会
』
を
立
ち
上
げ
、
世
論

調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
市
民
意
見
交
換
会
な
ど
を

調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
市
民
意
見
交
換
会
な
ど
を

経
て
経
て
、
14
年
度
末
に
（
社
）
日
本
図
書
館
協
会
の

年
度
末
に
（
社
）
日
本
図
書
館
協
会
の

協
力
を
得
て
『
基
本
計
画
』
を
策
定

協
力
を
得
て
『
基
本
計
画
』
を
策
定
、
15
年
度
に

年
度
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
設
計
者
選
定
、
そ
し
て

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
設
計
者
選
定
、
そ
し
て
、
19
年

3
月
に
竣
工
し
た
。

3
月
に
竣
工
し
た
。

　
現
在
、「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」（
収
容
可

　
現
在
、「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」（
収
容
可
能
80
万
点
）

万
点
）

は
39
名（
う
ち
司

名（
う
ち
司
書
31
名
）の
職
員（
非
常
勤
含
む
）

名
）の
職
員（
非
常
勤
含
む
）

で
運
営
し
、
こ
の
他

で
運
営
し
、
こ
の
他
に
18
図
書
館

図
書
館
と
28
図
書
室
を

図
書
室
を

加
え
る
と
、
総
職
員
数
は
１
４
６
名
（
う
ち
司
書

加
え
る
と
、
総
職
員
数
は
１
４
６
名
（
う
ち
司
書

１
２
６
名
）
に
な
る
。
か
な
り
の
大
所
帯
で
あ
る

１
２
６
名
）
に
な
る
。
か
な
り
の
大
所
帯
で
あ
る

が
、
図
書
館
の
公
共
性
・
機
能
性
を
維
持
す
る
た

が
、
図
書
館
の
公
共
性
・
機
能
性
を
維
持
す
る
た

め
に
は
必
要
な
陣
容
だ
。
経
費
削
減
の
た
め
、
例

え
ば
話
題
の
九
州
・
武
雄
市
の
よ
う
に
運
営
を
民

間
に
丸
投
げ
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

間
に
丸
投
げ
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

 

「
公
共
図
書
館
は
単
に
本
の
貸
出
だ
け
で
な
く
、

社
会
教
育
・
学
校
教
育
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
役
目
が
あ
り
ま
す
。新
潟
市
で
は『
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
』
が
あ
り
ま
す
が
、
指

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
』
が
あ
り
ま
す
が
、
指

定
管
理
者
の
場
合
、
市
の
関
係
部
署
と
の
連
携
の

定
管
理
者
の
場
合
、
市
の
関
係
部
署
と
の
連
携
の

取
り
方
な
ど
の
課
題
の
解
決
が
必
要
で
す
。
新
潟

取
り
方
な
ど
の
課
題
の
解
決
が
必
要
で
す
。
新
潟

市
で
平

市
で
平
成
24
年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
で
は

年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
で
は

民
間
に
委
託
で
き
る
部
分
は
拡
大
す
る
よ
う
に
、

民
間
に
委
託
で
き
る
部
分
は
拡
大
す
る
よ
う
に
、

と
い
う
方
針
が
出
て
い
ま
す
。仕
分
け
の
際
に
は
、

と
い
う
方
針
が
出
て
い
ま
す
。仕
分
け
の
際
に
は
、

『
図
書
館
は
無
料
貸
本
屋
だ
』
と
い
う
意
見
も
あ

『
図
書
館
は
無
料
貸
本
屋
だ
』
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
」
と
山
下
さ
ん
。
こ
の
よ
う
な
意
見
が

り
ま
し
た
」
と
山
下
さ
ん
。
こ
の
よ
う
な
意
見
が

出
る
の
は
、
図
書
館
側
が
そ
の
有
用
性
を
十
分
に

出
る
の
は
、
図
書
館
側
が
そ
の
有
用
性
を
十
分
に

情
報
発
信
し
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ

情
報
発
信
し
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

る
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
新
発
田
市
立
図
書
館
は
現

　
新
発
田
市
立
図
書
館
は
現
在
26
名
（
う
ち
司
書

名
（
う
ち
司
書

2
名
）
で
回
し
て
い
る
が
、
仮
に
駅
前
複
合
施
設

2
名
）
で
回
し
て
い
る
が
、
仮
に
駅
前
複
合
施
設

に
一
定
の
図
書
館
機
能
を
持
た
せ
る
と
す
れ
ば
、

に
一
定
の
図
書
館
機
能
を
持
た
せ
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
れ
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。

　
山
下
さ
ん
は
続
け
た
。「
現
在
新
潟
市
で
は
、

　
山
下
さ
ん
は
続
け
た
。「
現
在
新
潟
市
で
は
、

中
央
図
書
館
、
豊
栄
図
書
館
、
東
区
プ
ラ
ザ
図
書

中
央
図
書
館
、
豊
栄
図
書
館
、
東
区
プ
ラ
ザ
図
書

室
で
、
貸
出
業
務
等
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
今
後

室
で
、
貸
出
業
務
等
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
地
区
図
書
館
や
図
書
室
の
機
能
と
そ
の
運
営
方

は
地
区
図
書
館
や
図
書
室
の
機
能
と
そ
の
運
営
方

法
の
検
討
が
必
要
で
す
。
新
し
い
図
書
館
を
つ
く

法
の
検
討
が
必
要
で
す
。
新
し
い
図
書
館
を
つ
く

る
な
ら
、
ど
う
い
う
目
的
を
持
た
せ
る
の
か
、
機

る
な
ら
、
ど
う
い
う
目
的
を
持
た
せ
る
の
か
、
機

能
面
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
運

能
面
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
運

営
方
法
は
決
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
民
間
委

営
方
法
は
決
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
民
間
委

託
の
場
合
、
一
番
心
配
な
の
は
継
続
性
で
す
。
経

託
の
場
合
、
一
番
心
配
な
の
は
継
続
性
で
す
。
経

費
削
減
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
公
共
図

費
削
減
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
公
共
図

書
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
解
決

書
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
る

　
図
書
館
職
員
の
仕
事
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
図
書
館
職
員
の
仕
事
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
る
の
も「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」

ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
る
の
も「
ほ
ん
ぽ
ー
と
」

の
特
徴
で
、
専
用
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
も
あ

の
特
徴
で
、
専
用
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
も
あ

る
。「
1
歳
児
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

る
。「
1
歳
児
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
制
度

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
制
度

（
有
償
）、
視
覚
障
が
い
の
方
に
対
面
朗
読
し
て
も

（
有
償
）、
視
覚
障
が
い
の
方
に
対
面
朗
読
し
て
も

ら
う
（
有
償
）、
返
却
さ
れ
た
本
を
書
架
に
戻
す
、

ら
う
（
有
償
）、
返
却
さ
れ
た
本
を
書
架
に
戻
す
、

古
い
本
の
保
存
箱
を
作
る
と
か
、
活
動
は
多
岐
に

古
い
本
の
保
存
箱
を
作
る
と
か
、
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、約
80
人
の
会
員
が
い
る『
中

人
の
会
員
が
い
る『
中

央
図
書
館
友
の
会
』
が
あ
り
、
古
本
市
な
ど
の
自

央
図
書
館
友
の
会
』
が
あ
り
、
古
本
市
な
ど
の
自

主
的
な
活
動
の
他
、
事
業
の
受
付
を
手
伝
っ
て
く

主
的
な
活
動
の
他
、
事
業
の
受
付
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
感

だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
感

謝
し
つ
つ
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
図
書
館
の
取
り

謝
し
つ
つ
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
図
書
館
の
取
り

組
み
を
よ
り
広
め
る
た
め
の
自
発
的
な
活
動
で

組
み
を
よ
り
広
め
る
た
め
の
自
発
的
な
活
動
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
い
な
い
と
図
書
館
運

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
い
な
い
と
図
書
館
運

営
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
困
り
ま
す
」
と

営
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
困
り
ま
す
」
と

役
割
分
担
の
大
切
さ
を
指
摘
し
た
。

役
割
分
担
の
大
切
さ
を
指
摘
し
た
。

　
新
潟
市
の
図
書
館
運
営
の
理
念
は
「
心
豊
か
な

　
新
潟
市
の
図
書
館
運
営
の
理
念
は
「
心
豊
か
な

都
市
づ
く
り
を
支
え
る
　
市
民
の
身
近
な
学
び
と

都
市
づ
く
り
を
支
え
る
　
市
民
の
身
近
な
学
び
と

情
報
の
拠
点
」
で
あ
り
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る

情
報
の
拠
点
」
で
あ
り
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
「
課
題
解
決
型
」「
分
権
型
」「
学
・
社
・
民

融
合
型
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
」
を
4
本
柱

に
据
え
た
。
そ
し
て
「
新
潟
市
の
全
図
書
館
を
オ

に
据
え
た
。
そ
し
て
「
新
潟
市
の
全
図
書
館
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
全
市
約
1
6
0
万
冊
の
蔵

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
全
市
約
1
6
0
万
冊
の
蔵

書
を
、
ど
こ
で
借
り
て
、
ど
こ
に
返
し
て
も
い
い

書
を
、
ど
こ
で
借
り
て
、
ど
こ
に
返
し
て
も
い
い

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
豊
栄
図
書
館

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
豊
栄
図
書
館

に
な
い
本
で
も
、
他
の
館
に
あ
れ
ば
取
り
寄
せ
ら

に
な
い
本
で
も
、
他
の
館
に
あ
れ
ば
取
り
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た

れ
ま
す
。
ま
た
、
10
人
が
借
り
た
い
と
い
う
本
が

人
が
借
り
た
い
と
い
う
本
が

そ
の
館
に
1
冊
し
か
な
け
れ
ば

そ
の
館
に
1
冊
し
か
な
け
れ
ば
、
10
番
目
の
予
約

番
目
の
予
約

の
人
の
人
は
10
番
目
に
し
か
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
オ

番
目
に
し
か
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
市
内
全
館
の
本
が
対
象
に
な

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
市
内
全
館
の
本
が
対
象
に
な

り
、
も
っ
と
早
く
借
り
ら
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

り
、
も
っ
と
早
く
借
り
ら
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
お
か
げ
で
、
利
用
者
が
増
え
ま
し
た
」（
企

ム
の
お
か
げ
で
、
利
用
者
が
増
え
ま
し
た
」（
企

画
管
理
課
・
真
島
英
一
副
主
幹
）
な
ど
、
理
念
に

画
管
理
課
・
真
島
英
一
副
主
幹
）
な
ど
、
理
念
に

従
っ
て
次
々
と
具
体
策
を
講
じ
て
い
る
。

従
っ
て
次
々
と
具
体
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
要
は
、
全
市
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
中
枢
と
な

　
要
は
、
全
市
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
中
枢
と
な

り
、
学
校
図
書
館
と
の
連
携
も
進
め
て
い
く
の
が

り
、
学
校
図
書
館
と
の
連
携
も
進
め
て
い
く
の
が

中
央
図
書
館
と
し
て
の
機
能
な
の
だ
。

中
央
図
書
館
と
し
て
の
機
能
な
の
だ
。

＊

　
駅
前
複
合
施
設
に
一
部
図
書
館
機
能
（
議
会
で

　
駅
前
複
合
施
設
に
一
部
図
書
館
機
能
（
議
会
で

採
択
さ
れ
た
請
願
で
は
I
T
図
書
館
、
か
つ
て
の

採
択
さ
れ
た
請
願
で
は
I
T
図
書
館
、
か
つ
て
の

市
長
の
表
現
で
は
ミ
ニ
図
書
館
）
を
持
た
せ
る
と

市
長
の
表
現
で
は
ミ
ニ
図
書
館
）
を
持
た
せ
る
と

す
れ
ば
、
図
書
館
運
営
理
念
の
再
構
築
や
現
図
書

す
れ
ば
、
図
書
館
運
営
理
念
の
再
構
築
や
現
図
書

館
と
の
機
能
分
担
、
さ
ら
に
は
中
長
期
的
課
題
と

館
と
の
機
能
分
担
、
さ
ら
に
は
中
長
期
的
課
題
と

い
う
歴
史
資
料
館
建
設
な
ど
観
光
的
機
能
を
含
め

い
う
歴
史
資
料
館
建
設
な
ど
観
光
的
機
能
を
含
め

た
、
市
長
の
言
う
「
賑
わ
い
創
出
」
に
向
け
た
市

民
参
加
型
の
将
来
設
計
も
必
要
だ
ろ
う
。

た
市

け
た

向
け

。
に
向

う
。
う
」
に

ろ
う
ろ
う

出
」

だ
ろ
だ
ろ

創
出

要要
だ
要
だ

市
長

加
型 長
の

型
の の
言

の
将 言
う

将
来 う来
設 「
賑

設
計 賑
わ

計
も わ
い

も
必

テラス

EV

EV

EV

屋上緑化屋上緑化屋上緑化

屋
上
緑
化

屋
上
緑
化

屋
上
緑
化

EV

個
室

屋上緑化屋上緑化屋上緑化

閲覧スペース（机・いす等）

特別
コレクション室書庫

郷土・行政図書部門行政図書部門

参考図書部門参考図書部門

事 務 室

コンピュータ 作業
ボランボランティア

ルームルーム
ボランティア

ルーム

テ
ィ
ー
ン
ズ

エ
リ
ア
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図
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め
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え
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課

め
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め
た
め
た

る
え
る

さ
え
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課
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解
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パ
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型
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森林庭園

※1階にはパン屋とレストラン（軽食・喫茶）がある。
※図では示さなかったが、3階には多目的ホール・
　研修室・保育室などの交流スペースと自動出納
　書庫がある。

マンガマンガマンガ

こどもとしょかん

新潟市・ほんぽーと（新潟市中央図書館）
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青
木
律
子
さ
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小
中
山
）

2 

相
馬
真
由
美
さ
ん（
聖
籠
町
）

3 

伊
藤
恵
子
さ
ん（
大
栄
町
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4 

長
谷
川
春
美
さ
ん（
本
町
）

5 

森
谷
文
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さ
ん（
貝
塚
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堀
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豊
町
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月
則
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さ
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舟
入
町
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辺
ト
ミ
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さ
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大
手
町
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安
達
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仲
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さ
ん（
東
新
町
）

イタリア料理　

La Gemma
ラ・ジェンマ

お食事券
2,000円（10名様）

ー

1
青
木
律

ma

名様）

阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
新発田 IC

新発田南高校新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田
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IC
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日

祝
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月
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月月月 日日日日日日日日日 ～～ 月月月 日
土
曜
日

フェスタフェスタ

春野菜が最盛最盛期！春野菜が最盛最盛期！春野菜が最盛期！
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月
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ゴールデンウィーク

ふきのとう、
タラノメ、

こしあぶら等の
山菜も目白押し！

両店共通
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―
―
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
?

―
―
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
は
?

 

「
学
校
で
解
決
で
き
な
い
、
複
雑
な
児
童
生
徒
の

「
学
校
で
解
決
で
き
な
い
、
複
雑
な
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
を
、
学
校
、
市
教
委
、
児
童
相
談
所
な

問
題
行
動
を
、
学
校
、
市
教
委
、
児
童
相
談
所
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
す
る
た
め
の
体

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
す
る
た
め
の
体

制
整
備
や
学
校
支
援
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

制
整
備
や
学
校
支
援
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

で
す
」

で
す
」

―
―
問
題
行
動
と
い
う
と
?

―
―
問
題
行
動
と
い
う
と
?

 

「
不
登
校
や
い
じ
め
、
子
ど
も
の
暴
力
や
不
良
行

「
不
登
校
や
い
じ
め
、
子
ど
も
の
暴
力
や
不
良
行

為
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
家
庭
環
境
、
児
童

為
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
家
庭
環
境
、
児
童

虐
待
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
抱
え

虐
待
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
抱
え

る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
」

る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
」

―
―
新
発
田
市
で
の
相
談
の
や
り
方
は
?

―
―
新
発
田
市
で
の
相
談
の
や
り
方
は
?

 

「
学
校
か
ら
市
教
委
学
校
教
育
課
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

「
学
校
か
ら
市
教
委
学
校
教
育
課
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
へ
相
談
内
容
を
送
っ
て
も
ら
い
、
詳
し
く
聞
き

ム
へ
相
談
内
容
を
送
っ
て
も
ら
い
、
詳
し
く
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

取
り
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
調
整
役
と
な
っ
て
チ
ー
ム
内
で
協

ル
ワ
ー
カ
ー
が
調
整
役
と
な
っ
て
チ
ー
ム
内
で
協

議
し
、
さ
ら
に
各
支
援
の
専
門
家
と
協
議
し
て
、

議
し
、
さ
ら
に
各
支
援
の
専
門
家
と
協
議
し
て
、

目
標
・
手
だ
て
・
役
割
分
担
な
ど
、
支
援
方
針
を

目
標
・
手
だ
て
・
役
割
分
担
な
ど
、
支
援
方
針
を

立
て
て
学
校
と
協
議
し
、
実
際
の
支
援
に
移
り
ま

立
て
て
学
校
と
協
議
し
、
実
際
の
支
援
に
移
り
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
学
校

す
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
学
校

か
ら
相
談
が
き
た
と
き
、
例
え
ば
不
登
校
と
い
う

か
ら
相
談
が
き
た
と
き
、
例
え
ば
不
登
校
と
い
う

現
象
だ
け
捉
え
て
対
応
策
を
講
じ
る
の
で
は
な

現
象
だ
け
捉
え
て
対
応
策
を
講
じ
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
こ
の
現
象
が
起
き
る
の
か
、
そ
の
背
景

く
、
な
ぜ
こ
の
現
象
が
起
き
る
の
か
、
そ
の
背
景

を
見
立
て
ま
す
。
問
題
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

を
見
立
て
ま
す
。
問
題
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
で
す
か
ら
、
不
登
校
と
い
う
現
象
の

ん
ど
で
す
。
で
す
か
ら
、
不
登
校
と
い
う
現
象
の

背
景
を
き
ち
ん
と
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

背
景
を
き
ち
ん
と
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
に
と
っ
て
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
え
る
よ

ど
も
に
と
っ
て
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
に
す
る
の
で
す
」

う
に
す
る
の
で
す
」

―
―
い
じ
め
の
背
景
分
析
で
は
?

―
―
い
じ
め
の
背
景
分
析
で
は
?

 

「
子
ど
も
た
ち
は
単
純
に
被
害
者
加
害
者
の
関
係

「
子
ど
も
た
ち
は
単
純
に
被
害
者
加
害
者
の
関
係

で
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

で
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

じ
め
は
仲
間
関
係
の
中
で
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま

じ
め
は
仲
間
関
係
の
中
で
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
し
、
先
生
方
が
見
つ
け
に
く
い
場
合
も
あ
る
。

す
し
、
先
生
方
が
見
つ
け
に
く
い
場
合
も
あ
る
。

な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
生
徒
指
導

な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
生
徒
指
導

上
の
背
景
に
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
の
問
題
が
あ

上
の
背
景
に
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
の
問
題
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
」

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
」

―
―
社
会
性
?

―
―
社
会
性
?

 

「
遊
ん
で
ほ
し
い
と
き
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
『
一

「
遊
ん
で
ほ
し
い
と
き
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
『
一

緒
に
遊
ぼ
』
っ
て
声
を
か
け
る
こ
と
。
声
を
か
け

緒
に
遊
ぼ
』
っ
て
声
を
か
け
る
こ
と
。
声
を
か
け

ら
れ
た
子
は
『
い
い
よ
』
と
反
応
し
、
子
ど
も
同

ら
れ
た
子
は
『
い
い
よ
』
と
反
応
し
、
子
ど
も
同

士
の
遊
び
が
始
ま
り
ま
す
。
一
緒
に
遊
ぶ
に
し
て

士
の
遊
び
が
始
ま
り
ま
す
。
一
緒
に
遊
ぶ
に
し
て

も
関
わ
り
方
の
ス
キ
ル
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
社
会

も
関
わ
り
方
の
ス
キ
ル
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
社
会

性
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
育
っ
て
い
な
い

性
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
育
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
遊
ん
で
ほ
し
い
け
ど
、
反
対
の
行
動
に

場
合
は
、
遊
ん
で
ほ
し
い
け
ど
、
反
対
の
行
動
に

出
た
り
す
る
。
例
え
ば
『
ば
〜
か
』
と
言
っ
て
関

出
た
り
す
る
。
例
え
ば
『
ば
〜
か
』
と
言
っ
て
関

心
を
引
い
て
関
係
を
作
る
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く

心
を
引
い
て
関
係
を
作
る
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
辺
の
技
術
、
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
辺
の
技
術
、
社
会

性
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
い
じ
め

性
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
い
じ
め

る
い
じ
め
ら
れ
る
関
係
が
で
き
て
し
ま
っ
た
り
。

る
い
じ
め
ら
れ
る
関
係
が
で
き
て
し
ま
っ
た
り
。

で
す
か
ら
『
ば
〜
か
』
と
か
暴
言
を
吐
い
た
と
き
、

で
す
か
ら
『
ば
〜
か
』
と
か
暴
言
を
吐
い
た
と
き
、

た
だ
表
面
的
に
暴
言
を
叱
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

た
だ
表
面
的
に
暴
言
を
叱
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

原
因
や
一
緒
に
遊
び
た
い
と
き
ど
う
す
る
か
、
教

原
因
や
一
緒
に
遊
び
た
い
と
き
ど
う
す
る
か
、
教

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

―
―
具
体
的
な
指
導
例
を
挙
げ
て
も
ら
え
ま
す

―
―
具
体
的
な
指
導
例
を
挙
げ
て
も
ら
え
ま
す

か
。
か
。

 

「
中
1
の
女
子
が
夏
休
み
明
け
か
ら
学
校
に
来
な

「
中
1
の
女
子
が
夏
休
み
明
け
か
ら
学
校
に
来
な

く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
す
る

く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
す
る

と
中
に
い
る
気
配
は
あ
る
け
ど
、
何
回
行
っ
て
も

と
中
に
い
る
気
配
は
あ
る
け
ど
、
何
回
行
っ
て
も

出
て
こ
な
い
。
安
否
確
認
も
で
き
な
く
て
、
学
校

出
て
こ
な
い
。
安
否
確
認
も
で
き
な
く
て
、
学
校

は
打
つ
手
な
し
。
で
、相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

は
打
つ
手
な
し
。
で
、相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
妹
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
私

小
学
生
の
妹
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
私

の
ほ
う
で
小
学
校
に
連
絡
し
た
ら
、
そ
の
子
も
理

の
ほ
う
で
小
学
校
に
連
絡
し
た
ら
、
そ
の
子
も
理

由
な
し
の
欠
席
を
す
る
、学
習
用
具
が
揃
わ
な
い
、

由
な
し
の
欠
席
を
す
る
、学
習
用
具
が
揃
わ
な
い
、

季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い
服
装
で
来
る
と
か
、
気
に
な

季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い
服
装
で
来
る
と
か
、
気
に
な

る
こ
と
が
い
く
つ
か
分
か
っ
て
き
た
。
あ
と
家
族

る
こ
と
が
い
く
つ
か
分
か
っ
て
き
た
。
あ
と
家
族

に
障
が
い
が
あ
る
子
も
い
た
の
で
、
こ
ど
も
課
に

に
障
が
い
が
あ
る
子
も
い
た
の
で
、
こ
ど
も
課
に

も
連
絡
を
取
っ
て
、
小
中
学
校
こ
ど
も
課
で
支
援

も
連
絡
を
取
っ
て
、
小
中
学
校
こ
ど
も
課
で
支
援

チ
ー
ム
を
作
っ
た
。
そ
し
た
ら
玄
関
で
ピ
ン
ポ
ン

チ
ー
ム
を
作
っ
た
。
そ
し
た
ら
玄
関
で
ピ
ン
ポ
ン

鳴
ら
し
て
も
出
て
こ
な
い
け
ど
、
勝
手
口
か
ら
お

鳴
ら
し
て
も
出
て
こ
な
い
け
ど
、
勝
手
口
か
ら
お

母
さ
ん
っ
て
呼
ぶ
と
出
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ

母
さ
ん
っ
て
呼
ぶ
と
出
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ

て
、
そ
こ
で
や
っ
と
家
庭
と
の
つ
な
が
り
が
徐
々

て
、
そ
こ
で
や
っ
と
家
庭
と
の
つ
な
が
り
が
徐
々

に
で
き
て
き
ま
し
た
」

に
で
き
て
き
ま
し
た
」

―
―
背
景
と
し
て
何
が
分
か
っ
た
ん
で
す
か
。

―
―
背
景
と
し
て
何
が
分
か
っ
た
ん
で
す
か
。

 

「
子
ど
も
は
4
人
で
、
養
育
環
境
は
厳
し
い
。
お

「
子
ど
も
は
4
人
で
、
養
育
環
境
は
厳
し
い
。
お

父
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
が
収
入
源
で
、
お
父

父
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
が
収
入
源
で
、
お
父

さ
ん
の
ご
両
親
も
い
な
か
っ
た
の
で
祖
父
母
か
ら

さ
ん
の
ご
両
親
も
い
な
か
っ
た
の
で
祖
父
母
か
ら

の
援
助
も
な
い
。
た
ま
に
お
金
が
入
る
と
子
ど
も

の
援
助
も
な
い
。
た
ま
に
お
金
が
入
る
と
子
ど
も

を
ほ
っ
と
い
て
遊
び
に
行
く
。
つ
ま
り
、
子
ど
も

を
ほ
っ
と
い
て
遊
び
に
行
く
。
つ
ま
り
、
子
ど
も

が
あ
ま
り
大
事
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
か

が
あ
ま
り
大
事
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
か

…
」
…
」

―
―
経
済
的
に
苦
し
く
て
、
子
ど
も
に
手
が
回
ら

―
―
経
済
的
に
苦
し
く
て
、
子
ど
も
に
手
が
回
ら

な
か
っ
た
。学
校
に
来
な
く
な
っ
た
わ
け
は
。

な
か
っ
た
。学
校
に
来
な
く
な
っ
た
わ
け
は
。

 

「
具
体
的
に
は
『
き
も
い
』
み
た
い
な
暴
言
を
吐

「
具
体
的
に
は
『
き
も
い
』
み
た
い
な
暴
言
を
吐

か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

対
象
の
生
徒
本
人
も
、
周
り
と
の
関
係
が
築
け
て

対
象
の
生
徒
本
人
も
、
周
り
と
の
関
係
が
築
け
て

い
な
か
っ
た
。
自
分
に
対
す
る
評
価
、
自
尊
感
情

い
な
か
っ
た
。
自
分
に
対
す
る
評
価
、
自
尊
感
情

も
低
か
っ
た
よ
う
で
す
」

も
低
か
っ
た
よ
う
で
す
」

―
―
学
校
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
は
?

―
―
学
校
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
は
?

 

「
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
、
本
当
は
来
た
い
ん
だ
け

「
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
、
本
当
は
来
た
い
ん
だ
け

ど
来
ら
れ
な
い
ん
だ
と
分
か
り
、
生
徒
に
対
す
る

ど
来
ら
れ
な
い
ん
だ
と
分
か
り
、
生
徒
に
対
す
る

学
校
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
な
ま

学
校
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
な
ま

け
と
か
怠
学
じ
ゃ
な
い
。
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な

け
と
か
怠
学
じ
ゃ
な
い
。
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な

い
よ
っ
て
。
先
生
方
、
忙
し
い
の
に
、
み
ん
な
で

い
よ
っ
て
。
先
生
方
、
忙
し
い
の
に
、
み
ん
な
で

支
援
す
る
体
制
を
作
っ
て
く
れ
た
。呼
び
に
行
く
、

支
援
す
る
体
制
を
作
っ
て
く
れ
た
。呼
び
に
行
く
、

一
緒
に
給
食
食
べ
て
く
れ
る
、話
聞
い
て
く
れ
る
、

一
緒
に
給
食
食
べ
て
く
れ
る
、話
聞
い
て
く
れ
る
、

先
生
が
み
ん
な
で
声
掛
け
し
た
り
、
学
用
品
や
体

先
生
が
み
ん
な
で
声
掛
け
し
た
り
、
学
用
品
や
体

操
着
が
足
り
な
い
と
き
に
主
任
児
童
委
員
の
方
が

操
着
が
足
り
な
い
と
き
に
主
任
児
童
委
員
の
方
が

声
掛
け
て
集
め
て
く
れ
た
り
。
2
年
の
終
わ
り
頃

声
掛
け
て
集
め
て
く
れ
た
り
。
2
年
の
終
わ
り
頃

か
ら
は
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
何

か
ら
は
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
何

度
か
家
庭
訪
問
に
も
同
行
し
ま
し
た
が
、
む
し
ろ

度
か
家
庭
訪
問
に
も
同
行
し
ま
し
た
が
、
む
し
ろ

黒
子
役
と
し
て
支
援
チ
ー
ム
を
支
援
す
る
の
が
役

黒
子
役
と
し
て
支
援
チ
ー
ム
を
支
援
す
る
の
が
役

割
で
し
た
」

割
で
し
た
」

 

「
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
っ
て
周
り
か
ら
見
れ
ば

「
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
っ
て
周
り
か
ら
見
れ
ば

困
っ
た
子
で
す
け
ど
、
実
は
子
ど
も
が
一
番
困
っ

困
っ
た
子
で
す
け
ど
、
実
は
子
ど
も
が
一
番
困
っ

て
い
て
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
、

て
い
て
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
、

暴
れ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
本
人
が
何
に
困
っ
て
い

暴
れ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
本
人
が
何
に
困
っ
て
い

る
の
か
大
人
が
把
握
し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

る
の
か
大
人
が
把
握
し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
ず
、
子
ど
も
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と

い
。
ま
ず
、
子
ど
も
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と

で
す
ね
。
絶
対
に
途
中
で
さ
え
ぎ
ら
な
い
」

で
す
ね
。
絶
対
に
途
中
で
さ
え
ぎ
ら
な
い
」

―
―
話
を
最
後
ま
で
聞
く
?

―
―
話
を
最
後
ま
で
聞
く
?

 

「
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
親
は
子
ど
も
の
話
を
聞

「
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
親
は
子
ど
も
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
子
ど

い
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
子
ど

も
の
ほ
う
は
一
方
的
に
説
教
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

も
の
ほ
う
は
一
方
的
に
説
教
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
子
ど
も
が
話
し
終
え
る
前
に
、
親
は
バ

て
い
る
。
子
ど
も
が
話
し
終
え
る
前
に
、
親
は
バ

ア
ッ
と
二
つ
三
つ
、
結
論
を
言
っ
て
し
ま
う
。
こ

ア
ッ
と
二
つ
三
つ
、
結
論
を
言
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
聞
い
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
思
春
期
に

れ
は
聞
い
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
思
春
期
に

入
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
が
親
か
ら
逃
げ
る
よ
う

入
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
が
親
か
ら
逃
げ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
実
は
引
き
留

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
実
は
引
き
留

め
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
な
が
ら
逃
げ
て
い
る
こ

め
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
な
が
ら
逃
げ
て
い
る
こ

と
が
多
く
て
、
諦
め
ず
に
引
き
留
め
て
声
掛
け
し

と
が
多
く
て
、
諦
め
ず
に
引
き
留
め
て
声
掛
け
し

て
、
最
後
ま
で
聞
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」

て
、
最
後
ま
で
聞
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」

―
―
一
番
キ
ツ
イ
の
は
無
関
心
だ
と
い
い
ま
す
か

―
―
一
番
キ
ツ
イ
の
は
無
関
心
だ
と
い
い
ま
す
か

ら
ね
。

ら
ね
。

 

「
話
を
聞
く
の
が
苦
手
だ
っ
た
ら
、
泣
い
た
と
き

「
話
を
聞
く
の
が
苦
手
だ
っ
た
ら
、
泣
い
た
と
き

来
て
く
れ
た
と
か
、
必
ず
送
り
迎
え
し
て
く
れ
た

来
て
く
れ
た
と
か
、
必
ず
送
り
迎
え
し
て
く
れ
た

と
か
、
子
ど
も
の
一
番
の
関
心
事
は
、
親
が
自
分

と
か
、
子
ど
も
の
一
番
の
関
心
事
は
、
親
が
自
分

の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
気
に
か
け
て
い
て
く
れ
る
か

の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
気
に
か
け
て
い
て
く
れ
る
か

で
す
か
ら
。
そ
の
親
子
関
係
が
き
ち
ん
と
で
き
て

で
す
か
ら
。
そ
の
親
子
関
係
が
き
ち
ん
と
で
き
て

子
ど
も
は
初
め
て
、
友
達
や
社
会
と
の
関
係
性
が

子
ど
も
は
初
め
て
、
友
達
や
社
会
と
の
関
係
性
が

築
け
ま
す
」

築
け
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
の
問
題
解
決
の
た
め

市
教
委
独
自
に
支
援
体
制
を
強
化
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子
ど
も
が
当
た
り
前
に
楽
し
く

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
仕
事

子
ど
も
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
。

そ
れ
が
子
ど
も
へ
の
愛
情
の
シ
グ
ナ
ル

い
じ
め
や
不
登
校
の
背
景
を
知
る
こ
と
で

問
題
行
動
を
よ
り
迅
速
・

効
果
的
に
解
決
す
る

新発田市教育委員会
■ 江端三知子さん


